
 

東京藝術大学上野校地

安全衛生ガイド

上野校地安全衛生委員会　令和6年4月発行このパンフレットは、地球環境保護のため大豆インキを使用しています。

SOS

208355250502321

内線：9999（保守担当直通）

（雨漏り、エレベーター、ガス、電気、水道等）

※勤務時間外及び休業日は守衛所へ転送されます。

●救急相談センター　　 ＃7119　又は　03‒3212‒2323
　（東京消防庁）

●救急受診ガイド
　（東京版）

●ひまわり
　（東京都医療機関案内サービス）

建物、設備に関するトラブルは建物、設備に
関するトラブル

医 療 機 関

救 急 相 談
医療機関案内
website

■健康管理
健康の保持増進
定期的な健康診断の受診、特殊健康診断の受診

●安全はあらゆることに優先して確保されなければならない
　（安全のための活動ではなく、自然におこなわれる活動であれ）
●安全が確保されていない職場では良い仕事はできない
　（仕事の本質を知ること）
●身近で使っている道具や材料、作業に潜む危険を知れ
●自分の身の安全は自ら確保する（積極的な安全衛生活動）
●こころとからだにゆとりを持った行動であれ（特に、通勤通学途中）
●すべての方が安心して過ごせる環境の構築
　（特に、学内全面禁煙による健康増進、セキュリティー向上）
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■AED設置場所■　　　　　　　　　　　　　　　　 バリアフリーマップはこちらから

②守衛所（内線：2921／2922）に通報する。

①傷病者の発状況を確認し、119番通報をする。学内電話から通報する場合は「0119」とする。

提　出　先　　教職員：各部局庶務担当係　　学　生：各部局教務係

事故・災害報告書（様式）は学内専用ホームページ内からダウンロードしてください。

事故が発生した場合には、必ず事故・災害報告書を提出してください。

③

④

④大学美術館
　１階受付

③中央棟
　入口

⑦音楽学部3号館
　１階自販機横

⑥保健管理センター 
　入口

①第１守衛所

②第２守衛所

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

③

①
②

⑤総合工房棟A棟
　１階エレベータ横

⑧奏楽堂
　１階ベンチ奥

⑨附属音楽高等学校
　正面玄関

⑩体育館
　１階階段横

※学内電話から通報する場合は「0119」とする。110番も同じ。

①自分自身の身の安全を確保。机の下などに身を隠す。

②火災発生の場合は初期消火を試みる。

③災害の状況に応じて身の安全を確保しながら避難する。

※地震時の対応マニュアルは、藝大HP の学内専用 危機管理（学生用：大地震

　対応マニュアル、教職員用：震災対応マニュアル）より確認してください。

③身の安全を確保しつつ、消火器・屋内消火栓を使用して初期消火を試みる。
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正
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記
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流
し
台
使
用
上
の
注
意
事
項（
実
験
廃
水
）

N
O！
！

各
部
屋
の
流
し
台
よ
り
流
さ
れ
る
排
水
は
、 
直
接
公
共
下
水
道
に
放
流
し
て
お
り
 
、排
水
の
水
質
は
法
律
で

規
制
さ
れ
て
い
る
。
基
準
値
を
超
過
す
る
と
、美
術
学
部
エ
リ
ア
全
体
の
排
水
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
り
、多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
。
微
量
で
も
基
準
値
を
超
過
す
る
の
で
、必
ず
厳
守
す
る
こ
と
！

絵
の
具
、薬
品
類
等
を
直
接
流
し
台
に
流

さ
な
い
こ
と
！
　
ま
た
、ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら

れ
て
い
な
い
流
し
台
に
は
排
水
禁
止

洗
浄
1
回
目

洗
浄
2
回
目

洗
浄
3
回
目

水
道
水
に
よ
る
希
釈
洗
浄

原
液

排
出

排
出

排
出

廃
液
専
用
ポ
リ
タ
ン
ク

（
分
類
別
に
回
収
）

＊
廃
液
専
用
ポ
リ
タ
ン
ク
が
必
要
な
場
合
は
、美
術

　
学
部
会
計
・
教
材
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

責
任
者
氏
名

公
共
下
水
道

八
分
目
ま
で
収
納

排
出

流
し
台

実
　
　
験
　
　
廃
　
　
水

（
3
次
洗
浄
水
か
ら
）

（
主
な
規
制
対
象
項
目
）

カ
ド
ミ
ウ
ム
、シ
ア
ン
、有
機
り
ん
、鉛
、六
価
ク
ロ
ム
、ヒ

素
、
水
銀
、
ア
ル
キ
ル
水
銀
、
P
C
B
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
四
塩

化
炭
素
、
チ
ラ
ウ
ム
、
シ
マ
ジ
ン
、
チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ
、
ベ

ン
ゼ
ン
、セ
レ
ン
、ホ
ウ
素
、ふ
っ
素
、ア
ン
モ
ニ
ア
、硝
酸
、

亜
硝
酸
等
、
鉱
油
及
び
動
植
物
油
脂
類
、
銅
、
鉄
、
マ
ン
ガ

ン
、亜
鉛
、ク
ロ
ム
、ヨ
ウ
素
、窒
素
、リ
ン

＊
種
類
の
異
な
る
洗
浄
廃
水
は
、原
則
混
合
禁
止
！！

流
す
時
に
廃
水
が
着
色
し
て

い
な
い
こ
と
を
確
認

内
容
物
詳
細
を
明
示
す
る
。

（
成
分
の
種
類
・
割
合
等
）
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法
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規
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基
準
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超
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す
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と
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術
学
部
エ
リ
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全
体
の
排
水
設
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使
用
す
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
り
、多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
。
微
量
で
も
基
準
値
を
超
過
す
る
の
で
、必
ず
厳
守
す
る
こ
と
！

作
品
制
作
活
動
・
実
験
等
に
伴
う
廃
液
及

び
廃
液
洗
浄
水
等
が
含
ま
れ
る
廃
水
は
流

さ
な
い
こ
と
！

＊
1：
食
用
油
は
ウ
エ
ス
等
で
拭
き
取
る
。

 
 
ま
た
、生
ゴ
ミ
は
水
分
を
切
る
。

＊
発
生
源
で
分
別
を
徹
底
し
、

 
分
別
は
排
出
者
自
身
が

 
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
！！

責
任
者
氏
名

公
共
下
水
道

流
し
台

生
 
活
 
排
 
水

可
燃
ゴ
ミ
と
し
て

処
分
す
る
。

流
せ
る

流
さ
な
い

食
器
類
の
洗
浄
水

洗
面
・
手
洗
い

残
飯
等
生
ゴ
ミ

食
用
油

＊
1

11
9

11
9

11
0

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
入
口

附
属
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
例

廃
　
棄
　
の
　
注
　
意

②
陶
片
屑
、粘
土
、石
膏
な
ど（
彫
刻
棟
横
）

上
野
校
地

可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

①
可
燃
お
よ
び
不
燃
ご
み

（
大
学
美
術
館
横
）

②
粗
大
ご
み（
彫
刻
棟
横
）

排
（
廃
）
水
の
注
意

上
野
校
地
の
す
べ
て
の
排
水
系
統
は
生
活
排
水（
ト
イ
レ
な
ど
）と
実
験
廃
水
の
2つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。流
し
に
は
す
べ
て
下
図

に
示
す「
生
活
排
水
」（
黄
色
）と
「
実
験
廃
水
」（
赤
色
）の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
り
、系
統
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。生

活
排
水
は
湯
茶
類
な
ど
の
一
般
の
生
活
に
か
か
わ
る
排
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。実
験
排
水
は
筆
洗
い
水
や
器
具
の
洗
浄
を
2回

ま
で
行
っ
た
水
は
回
収
、3
回
目
以
降（
3次
洗
浄
水
）は
流
し
に
流
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。た
だ
し
、器
具
等
へ
の
化
学
物
質
の
付

着
の
程
度
に
も
よ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。こ
れ
ら
の
流
し
の
周
囲
に
は
注
意
を
換
気
す
る
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
の

で
、排
（
廃
）水
を
行
う
前
に
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。捨
て
て
い
い
か
不
明
な
と
き
は
指
導
担
当
助
手
又
は
教
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
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線
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線
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詳
細
を
明
示
す
る
。

（
成
分
の
種
類
・
割
合
等
）

流
し
台
使
用
上
の
注
意
事
項（
生
活
排
水
）

N
O！
！

各
部
屋
の
流
し
台
よ
り
流
さ
れ
る
排
水
は
、 
直
接
公
共
下
水
道
に
放
流
し
て
お
り
 
、排
水
の
水
質
は
法
律
で

規
制
さ
れ
て
い
る
。
基
準
値
を
超
過
す
る
と
、美
術
学
部
エ
リ
ア
全
体
の
排
水
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
り
、多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
。
微
量
で
も
基
準
値
を
超
過
す
る
の
で
、必
ず
厳
守
す
る
こ
と
！

作
品
制
作
活
動
・
実
験
等
に
伴
う
廃
液
及

び
廃
液
洗
浄
水
等
が
含
ま
れ
る
廃
水
は
流

さ
な
い
こ
と
！

＊
1：
食
用
油
は
ウ
エ
ス
等
で
拭
き
取
る
。

 
 
ま
た
、生
ゴ
ミ
は
水
分
を
切
る
。

＊
発
生
源
で
分
別
を
徹
底
し
、

 
分
別
は
排
出
者
自
身
が

 
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
！！

責
任
者
氏
名

公
共
下
水
道

流
し
台

生
 
活
 
排
 
水

可
燃
ゴ
ミ
と
し
て

処
分
す
る
。

流
せ
る

流
さ
な
い

食
器
類
の
洗
浄
水

洗
面
・
手
洗
い

残
飯
等
生
ゴ
ミ

食
用
油

＊
1

11
9

11
9

11
0

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
入
口

附
属
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
例

廃
　
棄
　
の
　
注
　
意

②
陶
片
屑
、粘
土
、石
膏
な
ど（
彫
刻
棟
横
）

上
野
校
地

可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

①
可
燃
お
よ
び
不
燃
ご
み

（
大
学
美
術
館
横
）

②
粗
大
ご
み（
彫
刻
棟
横
）

排
（
廃
）
水
の
注
意

上
野
校
地
の
す
べ
て
の
排
水
系
統
は
生
活
排
水（
ト
イ
レ
な
ど
）と
実
験
廃
水
の
2つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。流
し
に
は
す
べ
て
下
図

に
示
す「
生
活
排
水
」（
黄
色
）と
「
実
験
廃
水
」（
赤
色
）の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
り
、系
統
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。生

活
排
水
は
湯
茶
類
な
ど
の
一
般
の
生
活
に
か
か
わ
る
排
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。実
験
排
水
は
筆
洗
い
水
や
器
具
の
洗
浄
を
2回

ま
で
行
っ
た
水
は
回
収
、3
回
目
以
降（
3次
洗
浄
水
）は
流
し
に
流
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。た
だ
し
、器
具
等
へ
の
化
学
物
質
の
付

着
の
程
度
に
も
よ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。こ
れ
ら
の
流
し
の
周
囲
に
は
注
意
を
換
気
す
る
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
の

で
、排
（
廃
）水
を
行
う
前
に
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。捨
て
て
い
い
か
不
明
な
と
き
は
指
導
担
当
助
手
又
は
教
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

②

③

①

　
大
型
、大
量
、特
殊
な
廃
棄
物
は
、粗
大
ゴ
ミ
、陶
磁
器
片
、可
燃
ゴ
ミ
、不
燃
ゴ
ミ
等
に
分
別
し
、美
術
学
部
は
美
術
学
部
会
計
・
教

材
係（
内
線
31
31
）、
音
楽
学
部
は
音
楽
学
部
会
計
係（
内
線
51
30
）、
そ
の
他
は
所
属
先
の
事
務
室
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
学
生
は
、廃
棄
前
に
、必
ず
所
属
研
究
室
の
教
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
品
置
き
場
へ
の
持
ち
込
み
は
、申
出
不
要
で
す
。問
い
合
わ
せ
は
財
務
会
計
課
本
部
会
計
二
係（
内
線
22
52
）

に
お
願
い
し
ま
す
。

③
段
ボ
ー
ル
、新
聞
、雑
誌
等
の
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
品
置
き
場

（
音
楽
学
部
１
号
館
前
）


